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栃木市大宮公民館 大交流室 

 

 

   栃木東部地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和３年度第２回栃木東部地域会議 

開催日時 令和３年５月２７日（木）１９時 開会  ２０時１０分 閉会 

開催場所 大宮公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

１ 開会 

──開会── 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 連絡事項 

 <説明> 

・栃木市立地適正化計画の策定について【都市計画課】 

資料１に基づき説明。情報提供のため、意見・質問等あれば担当課へ 

 

４ 議事 

 栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により、柏崎会長による議事進行。 

<本日の出席委員数の報告> 

本日の出席委員１５名（委員総数１６名） 

過半数以上の委員の出席であるため本日の会議は成立 

 

(1) 地域予算提案事業案について 

<説明> 

・地域予算提案事業とは 

資料２に基づき説明。栃木東部地域会議の提案限度額の算定額の根拠や、制

度の手続き、標準スケジュール等について説明。 

 

<質問> 



Ａ委員 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｂ委員 

事務局 

 

Ｃ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

事務局 

 

会長 

・標準スケジュールが２年との事だが、１年での提案も可能なのか。 

・示したのはあくまで標準スケジュール。ただ、単年での提案は資料にもあ

るとおり継続・緊急な事業に限られる。事業決定までのスケジュールが大

幅に短くなるので留意してほしい。 

・５月１１日に開催された地域会議連絡調整会議に会長として出席してき

た。他の地域会議会長からも、スケジュールを２年とり、じっくり検討し

た栃木東部地域の方法が良かったとの評価を頂いた。それが今期の標準ス

ケジュールになったとの事務局説明であった。 

 

<説明> 

・栃木東部地域会議 令和３年度年間スケジュール 

資料３に基づき説明。地域課題の調査を第６回会議まで、解決方法の研究を

第９回までを想定して進めたい。また、解決案ありきで地域課題の選定をし

ないことが重要である事を確認した。 

 

<質問> 

・提案スケジュールを１年にした場合、いつまでに決定したら良いのか。 

・１年で提案する場合、１０月初旬に予定する事業計画書提出式に間に合わ

せるため、９月３０日の第６回会議までに事業を固める必要がある。 

 

<説明> 

・年度別の各地域会議予算提案事業一覧 

資料４及び別紙資料に基づき説明。栃木東部地域でこれまでに提案した９事

業について説明。また、全地域の提案事業について情報提供。 

 

<質問> 

・栃木西部地域の令和３年度事業「防災倉庫設置事業」の事業概要は。 

・吹上公民館の敷地内に、地域住民が災害の際に使用する資機材を収納する

防災倉庫を設置する事業である。 

・大平地域の平成３０年度事業「大平運動公園健康づくり促進事業」の事業

概要は。 

・地域会議だよりによると、地域住民の健康維持・促進を図るため、大平運

動公園内に健康快道を設置。また、利用者が休憩するためのベンチを設

置。概算事業費は１，８９７千円とある。 

継続実施の平成３１年度は大平運動公園内に健康遊具を設置し、概算事業

費は１，２４２千円とある。 

・栃木東部地域で今年度実施する「文化財案内標識整備事業」について、設

置場所は南北に通る道路上だと思うが、表示面は片側のみか。 

・表示面は両面に設置し、小山市（南）側から来た車両にも、惣社東工業団

地（北）側からも認識できるように設置する。 

・完成した際は、かなり目立つと思う。 



Ｃ委員 

 

事務局 

 

 

Ｅ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

Ｂ委員 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局 

 

Ａ委員 

Ｃ委員 

会長 

 

 

Ｄ委員 

・岩舟地域の令和元年度及び２年度の「岩船山公衆用トイレ改修事業」は、

どのような事業か。 

・事業初年度は汲み取り式から合併浄化槽に改修し、２年目に和式から洋式

に改修した。事業費は、資料に記載が無く不明であるので、調べて後日報

告する。 

・大平地域で継続実施している「地域交通事故防止対策事業」とはどのよう

な事業か。 

・スケアードストレイトといって、イベント会社に事業委託し、スタントマ

ンや自動車などを使って交通事故の恐ろしさを教える事業である。主に中

学生を対象に実施しており、大平地域では各中学校を会場に交替で実施し

ている。昨年度、栃木東部地域でも検討したが、コロナにより事業実施が

できない恐れが強いとして見送った経緯がある。 

・この事業の実施は中学校の意向を確認しないといけないが、これまで栃木

東部地域で実施した事業は、備品整備や工事など、ハード面の事業ばかり

だったので、ソフト事業面についても検討して頂きたい。 

・この交通安全事業は評判が良いため、各地で実施していると聞いている。

他の例として、スタントマンではなく人形を用いて、地域のトラック協会

が無料で実施していると聞く。 

・先日、私が国府北小学校の交通安全教室に講師として招かれた際に、トラ

ック協会の方がいた。１～３年生約２００人を校庭に集め、実際にトラッ

クが校庭を走り、内輪差の実演などをしていた。無料であったと聞いてお

り、非常に良かったと思う。 

 

<説明> 

・地域課題提案シートの提出について 

資料５に基づき説明。各委員は６月１８日（金）までに最低２課題を提出し

てほしい。 

 

<質問> 

・目安として６月１８日（金）提出は良いと思うが、資料のスケジュール案

にある第６回までは調査期間なので、提案シートを受け付けてもらえない

か。 

・会議を進める内に、新たな課題が出てくることはあると思うので、締切日以

降であっても課題提出は受け付ける。 

・まず、２年事業にするか１年事業にするか決めてもらいたい。 

・提案シートに１年で実施してほしいと記載し、検討すれば良いのでは。 

・提案シートの提出状況を見て、１年で実施する事業があるかどうか、全体で

検討したいと思います。本日の会議では決めない事とします。全員が提案シ

ートを提出するようご協力をお願いします。 

・資料にあるとおり２年を標準スケジュールとしているので、特段の課題が無

い限り、単年では実施しないで良いのではないか。 



 

５ その他 

・第３回栃木東部地域会議について 

令和３年６月２４日（木）国府公民館にて開催予定 

 

６ 閉会 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時１０分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 柏崎 桂二    副会長 出井 康夫 

委 員 赤間 シズ子   委 員 大木 泰正 

委 員 大橋 哲夫    委 員 大武 真一     

委 員 古山 美代子   委 員 島田 研     

委 員 長 昌光     委 員 内藤 實     

委 員 中村 康子    委 員 穂坂 孝司 

委 員 増山 由美    委 員 松﨑 文子 

委 員 森川 剛 

        

<欠席者（委員）>  

委 員 柏﨑 章吉 

 

<事務局> 

中嶋 美佐 （栃木東部地域まちづくりセンター所長兼国府公民館長） 

潮田 美紀 （大宮公民館館長） 

田中 賢太 （国府公民館主査） 

 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 連絡事項 

 栃木市立地適正化計画の策定について【都市計画課】 

 

４ 議 事 

(1) 地域予算提案事業について 

 

５ その他 

・次回の開催予定について 

 

６ 閉 会 

 

<配付資料一覧> 

・ 栃木市立地適正化計画の策定について（情報提供） 資料１ 

・ 地域会議委員の手引き～抜粋 資料２ 

・ 栃木東部地域会議 令和３年度年間スケジュール案 資料３ 

・ 栃木東部地域会議 地域予算提案事業一覧 資料４ 

・ 各年度別地域予算提案事業一覧  

・ 地域予算提案事業における地域課題の提案シート 資料５ 

 


